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復元能力に優れた逆 S 字型のものまで幅広く変化する性質をモデル上十分表現するため いままで行われた多数回正
負交番繰り返し荷重下の実験と逐次解析結果に基づいて，既存の二つの簡単なモデル，つまり修正 Clough モデルと











第 5 章では，ソフト・ストーリー構造における P-ム効果の基本メカニズムを分析し純動的方法によって，短周期と
長周期範囲にそれぞれエネルギ一一定則を適用して P-ム効果の影響度を調べるとともに準動的方法による推定値
と比較・検討している。





















(1) 高じん性，高復元性を持つコンファインドコンクリートによるプレストレスコンクリート (PC) から普通の鉄






(4) ソフト・ストーリー構造でより重要な問題となる P-ム効果につき， P-ム効果の影響度指標を誘導し，地震外乱
を受ける構造物の動的安定限界に関する係数を提案し，不安定化への判定が一定の安全率を以って行えることを検
証している。
(5) 大地震終了後の修復の可能性に大きく関係する残留状態について，残留変位のいくつかの新しい定義を提示し，
時刻歴応答解析によってそれらの残留変位性状を明らかにしている。
以上のように，免震構造のーっとして下層部にソフト・ストーリーを持つ建物につき， ソフト・ストーリ一部の
諸特性と動的応答性状との関係を種々の面から明らかにし，設計上極めて有用な資料を提示しており，建築構造工学
の発展に寄与する所大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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